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1 絵画生成のためのシステム

人間が図柄の構想を行い，コンピュータ上でそれ

らを表現するというスタイルのツールは広く用いら

れている．しかし，コンピュータが図柄を生成する作

業に関わるようなシステムは，現時点でも，Aaron[1]
などごく少数しかない．

ThinkingSketchは，対話的作業により，絵画生成
における人間の内省を促進し，創造性をもった図柄

生成に関する発想を支援することを目的とする．

2 スタイルを定義する方法

画家やデザイナは，独自性をもった作品群を作り

あげるが，本システムは，そのようなスタイルを確

立する過程の支援を目的としている．新しいスタイ

ルを確立するためには以下の手続きをとる．

1. 既存の絵画や写真の表現を下地にし，トレース
（自由曲線によるなぞり）作業を通じてオリジナ

ルなプリミティブを作成する．（＝形のトレース）

2. 既存の絵画や写真などから生成されたカラーパ
レットを参考にして，作品の中で色彩を割り当

てる．（＝色のトレース）

3. 画面の中にプリミティブを配置する．乱数によ
るパラメータと生成ルールにより多数の絵画を

生成し，構図の構築，評価を繰り返し行う．こ

のような検討作業を通じて，生成ルールや使用

するプリミティブのチューニングを行うことに

より，望ましいパターンの生成確率を上げる．

3 ソフトウェアによる絵画生成

ThinkingSketchは，Javaで記述・実現されたオブ
ジェクトベースのドローイング・エディタを基本と

するシステム上に，乱数によってオブジェクトを操

作，生成する機能をもっている．

ユーザがコントロールできる要素は 2通りある．一
つは，素材となりうるプリミティブの集合であり，も

う一つは図形生成を行うための簡単な言語である．こ

の言語では以下のような記述を行うことができる．

1.ユーザがGUIによって実行するオブジェクト生
成に相当する操作．

2.色彩の割り当て，グラフィック属性などの制御．
3.グラフィックオブジェクト間の属性等に関連す
る，プリミティブを配置する際のルール．

これらのルール，パラメータを変化させることに

より生成される絵画のスタイルは，さらに望ましい

図形パターンを高確率で生成するように変化させる

ことができる．

4 絵画生成への応用と現状の評価

この方式を用いることにより，高速で機械的な絵画

パターンの生成と人間による成果物の評価，生成ルー

ルとプリミティブの更新を行うことが確認できた．

効率的に表現スタイルの絞込みを行えることに加

え，作画工程は自動化できるが，自分の思いに近い

スタイルを確立することができた場合，そこで用い

られた生成ルールはプログラムとして外化し，描画

スタイルやテイストに対してユーザが内省すること

が可能となった．このことは，言語化しにくい芸術

的嗜好の言語化を多少とも可能にしたという点で意

味深い．
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  5. 発表概要（100～200字程度）:

絵画を素材にした内省活性化のためのツールを紹介する。このツールは、
１）既存の絵画中の表現をプリミティブとして再利用し、
２）プリミティブの再配置によって構図の再構築、再評価をおこなう。
３）色彩構成を既存の絵画に求め、その色彩を自己の作品の中で再配分する。
４）特定の表現スタイルに対しては、作画工程を自動化を通して、
思考プロセスをプログラムとして外化し内省の対象とすることが可能になる、
などの特徴をもつ。


